
紹

介

国
史
論
集
饗
透
議
紅
熱

　
読
史
会
が
今
年
で
半
世
紀
の
齢
を
重
ね
た
。
こ
の

論
集
は
、
半
世
紀
の
歩
み
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て

出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
収
載
さ
れ
た
論
文
の
一

つ
一
つ
は
読
史
会
の
顔
に
刻
ま
れ
た
し
わ
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
老
衰
考
の
そ
れ
で
は
な
い
。
顔
の
し

わ
と
い
う
よ
り
は
、
頭
脳
に
i
働
き
の
よ
い
頭
脳

ほ
ど
そ
れ
が
多
い
と
い
う
1
生
じ
た
ひ
だ
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
論
集
に
収
載
さ
れ
た
論
文
の
一
つ
一
つ
の
内

容
に
つ
い
て
立
入
つ
「
た
紹
介
は
差
控
え
て
、
次
に
目

次
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
収
載
論
文
は
百
十

一
篇
、
執
筆
藩
は
読
史
会
五
十
年
の
歩
み
の
す
べ
て

を
共
に
さ
れ
た
人
々
か
ら
、
現
在
読
史
会
の
活
動
の

動
脈
と
な
っ
て
い
る
少
壮
の
人
々
に
及
ぶ
。
一
紐
に

は
収
め
き
れ
ず
二
滞
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

聞
く
所
に
よ
る
と
、
こ
の
論
集
が
企
爾
さ
れ
た
時
は

六
十
三
位
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
だ
が
、
予

定
の
二
倍
近
く
の
論
文
を
聚
め
ら
れ
た
関
係
潔
の
努

力
は
欝
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
以
上
に
、
半
世
紀
の

歩
み
を
振
返
り
、
更
に
新
し
い
発
展
へ
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
打
建
て
よ
う
と
さ
れ
た
会
員
一
人
一
人
の
熱

意
を
多
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
心
か
ら
な
る
祝

意
と
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
こ
の
よ
う
な
会
員
諸

氏
の
熱
と
ヵ
と
に
支
え
ら
れ
て
、
読
史
会
が
更
に
力

強
い
歩
み
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
て
居

る
次
第
で
あ
る
。

「
う
つ
り
か
わ
り
の
美
」
と
日
本
文
化
（
序
説
）

　
一
日
本
の
歴
史
思
考
を
支
え
て
い
る
も
の
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
田
直
二
郎

邪
馬
台
国
問
題
の
解
決
の
た
め
に

大
和
国
家
と
皇
族
将
軍

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
と
伊
州
勢
神
宮

所
謂
任
那
日
本
府
に
つ
い
て

五
徳
太
子
の
蕾
悩

蘇
我
氏
の
減
亡
を
め
ぐ
っ
て
、

政
治
的
ク
ラ
の
成
立

牧
　
　
健
二

上
田
　
正
昭

直
木
孝
次
郎

八肥田井
木後村上

　和円秀
充劣澄雄

古
代
社
会
の
変
革
を
も
た
ら
し
た
氏
姓
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
　
滋

　
　
　
オ
ビ
ト

カ
バ
ネ
門
着
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
吉
田
　
　
鹸

　
－
特
に
天
平
十
一
年
鐵
露
国
磯
馴
賑
給
歴
名
帳

　
　
を
中
心
と
し
て
！

品
部
と
懸
盤
の
差
異
に
つ
い
て

夫
婦
同
籍
・
別
籍
に
つ
い
て

回
報
備
考
二
題

「
段
富
・
富
豪
之
輩
」
の
一
考
察

蝦
夷
の
人
口
に
関
す
る
一
考
察

糠
羅
猛
市
郎

赤
松
俊
秀

岸
　
　
俊
男

門
脇
顧
二

横
田
　
健
一

上
代
牧
馬
の
経
済
研
究
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
虎
雄

上
古
初
期
の
彷
製
鏡
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
末
治

南
島
の
古
代
文
化
と
臼
本
先
史
時
代
の
農
耕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
分
直
一

我
国
の
神
話
に
関
す
る
一
つ
の
新
し
い
見
方
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

　
i
士
俗
人
種
学
的
一
管
見
－

嬢
　
神
　
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中

山
と
川
と
田
の
僑
仰
　
　
　
　
　
　
吉
川

古
代
人
の
「
丹
の
色
扁
に
関
す
る

　
セ
ン
チ
メ
ン
ト

　
情
緒
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
池
田

み
そ
ぎ

　
ー
ナ
ニ
ワ
に
お
け
る
皇
室
の
儀
礼
…

賀
茂
上
下
爾
祉
の
鋏
座
を
め
ぐ
り
て
　
座
田

古
代
の
虹
に
関
す
る
史
的
考
察
　
　
　
高
瀬

草
尽
期
室
生
毒
を
め
ぐ
る
僧
侶
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田

祇
園
御
霊
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田

　
一
そ
の
成
立
の
意
義
－

御
霊
儒
仰
の
発
生
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
城

御
霊
会
の
成
立
と
初
期
平
安
京
の
住
戸

天
台
修
験
道
の
成
立

世
継
翁
の
登
場

　
一
鷹
史
と
伝
説
と
交
学
一

藤
原
基
実
の
花
押

臥
蚕勝
倫蔵

源
太

山
根
徳
太
郎

重司
雄氏

　香
実融

隆
利

高
取
　
正
男

村
山
　
修
一

林
屋
辰
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
　
伝
三

一
阿
波
国
竹
原
野
御
庄
八
枠
神
社
長
寛
元
年
の

　
二
品
家
政
所
下
文
に
つ
い
て
一
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介紹

鳥
獣
戯
画
に
つ
い
で
　
　
　
　
　
　
　
源

中
世
初
期
農
業
の
一
特
質
　
　
　
　
　
戸
田

　
i
見
作
と
年
三
を
め
ぐ
っ
て
i

平
安
末
期
の
畿
内
の
「
領
主
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
谷

芳豊
実宗

康
夫

東
大
寺
燈
油
料
荘
園
と
し
て
の
大
和
国
藏
皆
紅
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岡
定
海
．

遠
江
国
質
侶
荘
と
待
賢
門
院
御
願
円
勝
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
池
　
理
事

鎮
西
島
津
庄
の
寄
郡
に
つ
い
て
　
　
　
工
藤
　
敬
ニ

　
一
遠
隔
地
の
寄
進
地
系
庄
園
に
関
す
る
一
考
察
一

連
要
綱
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
上
横
手
雅
敬

備
中
の
世
評
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
藤
井
　
　
駿

鎌
倉
末
期
周
防
濁
衙
の
一
動
向
　
　
　
藤
本
　
　
進

中
世
漁
村
の
成
立
過
程
　
　
　
　
　
　
村
井
　
康
彦

　
一
若
狭
圏
遠
心
敷
郡
難
詰
・
無
妻
豊
浦
の
場
合
…

中
世
の
若
狭
網
場
漁
業
を
め
ぐ
る
二
．
三
の
問
題

　
一
そ
の
成
立
と
網
に
つ
い
て
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
瀬
　
　
勝

東
壽
寺
院
経
済
に
関
す
る
一
考
察
　
　
上
島
　
　
有

　
t
特
に
最
勝
光
院
領
庄
園
に
つ
い
て
1

康
寺
領
大
和
国
平
野
殿
荘
　
　
　
　
　
井
上
　
瑛
信

精
神
生
活
よ
り
見
た
る
地
方
武
士
団
の
展
開

　
一
熱
田
大
富
司
家
の
消
長
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
申
　
誰
三

赤
松
氏
再
興
を
め
ぐ
る
二
・
三
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
恭
一
郎

山
城
国
一
揆
に
関
す
る
一
考
察
　
熱
田
公

結
縁
交
名
の
二
万
名
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
直
勝

中
世
初
頭
に
お
け
る
教
団
組
織
の
結
葉
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
稔

法
然
上
人
絵
俵
放
　
　
　
　
　
　
　
　
井
川
　
定
慶

親
欝
の
家
族
と
越
後
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
隆
章

申
世
に
お
け
る
国
家
観
の
一
形
態
　
　
藤
井
　
　
学

　
一
罠
蓮
の
道
理
と
釈
尊
御
領
を
中
心
に
…
，

仏
法
領
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
黒
照
俊
雄

畿
内
の
真
宗
教
団
の
基
盤
に
つ
い
て
　
石
拳
　
善
人

中
世
に
お
け
る
播
麿
国
清
水
寺
　
　
　
東
郷
　
松
郎

梅
屋
宗
義
と
乗
福
寿
本
綴
庵
遺
稿
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井
景
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
以
上
　
第
一
冊
－

都
市
の
地
域
差
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
　
　
宏

平
戸
英
国
商
館
の
内
部
事
情
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
源
行

白
根
金
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
葉
田
　
淳

　
…
東
北
地
方
金
山
経
営
の
一
形
態
i

初
期
幕
領
に
お
け
る
貢
租
　
　
　
　
　
朝
羅
　
鷹
弘

徳
川
時
代
の
石
盛
の
一
問
題
　
　
　
　
柏
倉
　
亮
吉

加
賀
藩
十
村
役
の
起
源
　
　
　
　
　
　
米
淑
　
雄
健

加
賀
藩
隠
田
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
喜
三
郎

家
光
政
権
の
文
治
性
に
つ
い
て
　
　
　
熊
田
　
重
邦

土
佐
藩
「
寛
文
の
改
替
扁
の
一
考
察
　
石
張
　
胤
央

近
世
初
期
の
大
和
の
綿
作
に
つ
い
て
　
朝
倉
　
　
弘

　
i
中
部
大
和
の
揚
含
－

元
禄
期
河
内
一
綿
作
農
村
の
発
展
　
　
高
尾

　
－
経
営
的
側
颪
よ
り
み
た
考
察
i

元
禄
・
享
保
期
近
江
商
人
の
一
経
営
　
脇
田

　
i
旧
野
・
正
野
玄
三
家
「
惣
勘
定
仕
上
帳
」

　
　
つ
い
て
一

吉
宗
の
継
統
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
幕
府
政
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
闇

丹
波
に
お
け
る
郷
士
贋
の
危
機
　
　
　
秋
山

　
－
馬
路
村
両
笛
郷
士
を
中
心
と
し
て
一

地
主
制
形
成
期
の
小
作
地
経
営
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
沢

近
世
後
期
河
内
南
部
の
村
方
騒
動
　
　
福
島

近
世
名
古
屋
の
一
嶽
商
の
商
業
経
営

近
世
・
大
和
王
龍
毒
の
祠
堂
銀
に
つ
い
て

一
彦

に

紀

国

三博
雅裕
蔵一一

臼
概
弥
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
恵
美
男

幕
末
に
お
け
る
現
物
経
済
と
化
貝
層
経
済

　
i
長
州
藩
物
産
統
制
の
問
題
に
よ
せ
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
原
　
拓
自

慶
応
二
年
大
坂
周
辺
打
殿
し
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
　
一

大
徳
寺
を
め
ぐ
る
商
人
た
ち
　
　
　
　
三
浦
　
圭
一

狩
野
派
の
家
系
と
徒
弟
制
…
に
つ
い
て
　
土
田
　
　
寛

　
一
狩
野
派
に
お
け
る
封
建
制
の
諸
問
題
一

神
道
に
お
け
る
女
性
論
の
性
格
　
　
　
船
灘
　
勝
雄

寺
元
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
敏
治
郎

太
宰
春
台
の
経
済
思
想
　
　
　
　
　
　
今
中
　
寛
司
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三
宅
石
庵
と
そ
の
思
想
　
　
　
　
　
　
大
月
　
　
明

　
一
大
阪
懐
徳
重
史
の
一
飾
－
…

中
井
竹
肉
の
筒
本
史
研
究
に
つ
い
て
　
藤
　
　
直
幹

海
保
青
陵
の
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
、
埜
上
　
　
衛

原
始
護
筆
風
土
年
表
に
つ
い
て
　
　
　
古
田
良
一

「
御
蔭
参
」
私
考
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
　
幹
次

．
村
の
罠
俗
と
寺
の
経
済
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
聴
洲

　
一
あ
る
無
名
村
落
寺
院
の
場
合
－

伊
豆
宇
佐
美
の
鳥
刺
踊
　
　
　
　
　
　
田
中
　
勝
雄

横
浜
居
留
地
と
上
海
租
界
　
　
　
秋
本
益
利

秩
禄
処
分
と
七
分
利
付
外
債
募
集
　
　
杉
井
六
郎

明
治
初
年
に
お
け
る
旧
鳥
取
藩
±
族
の
動
向

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
永
職
男

明
治
初
期
鳥
取
県
の
結
社
の
成
立
と
自
由
党
勢
力

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
　
　
茂

明
治
一
四
年
の
政
変
と
佐
々
木
高
行
　
梅
渓
　
　
昇

自
由
党
と
朝
鮮
聞
題
　
　
　
　
　
　
　
中
塚
　
　
明

　
i
『
自
由
新
聞
』
社
説
を
通
じ
て
一

我
が
国
警
察
の
歴
史
的
背
景
　
　
　
　
戸
国
　
秀
典

機
械
製
蘇
勃
興
期
に
お
け
る
一
製
緕
ブ
ル
ジ
ョ
ア

　
の
生
涯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
泉
　
重
夫

　
一
肉
梨
察
勧
業
製
緕
場
建
設
者
名
取
雅
樹
に
つ

　
　
い
て
一

織
物
消
費
税
廃
止
運
動
に
つ
い
て
　
　
山
本
　
四
郎

大
正
前
期
の
普
通
選
挙
法
獲
得
運
動
　
松
尾
　
尊
念

　
i
普
遡
選
挙
同
盟
会
を
中
心
に
i

一
九
二
二
年
の
営
業
税
反
対
運
動
　
　
江
口
　
圭
一

　
一
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
期
の
階
級
構
造
に

　
　
か
ん
す
る
一
試
論
－

昭
鵜
初
期
の
中
日
閣
係
　
　
　
　
　
　
臼
井
　
勝
美

　
一
北
伐
へ
の
干
渉
i

．
歴
史
祉
会
に
お
け
る
身
分
制
に
関
す
る
覚
え
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
谷
俊
雄

明
治
維
新
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
利
央

加
藤
弘
之
に
お
け
る
啓
蒙
思
想
の
論
理

　
i
『
国
体
新
論
』
を
め
ぐ
っ
て
i
　
平
林
　
　
一

中
江
兆
罠
と
ル
ソ
ー
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
　
忠
熊

大
井
憲
太
郎
の
国
権
主
義
　
　
　
　
　
山
口
　
光
朔

横
井
時
雄
の
信
仰
に
つ
い
て
　
　
　
　
宮
本
　
又
久

　
一
明
治
二
十
三
・
四
年
を
中
心
に
1

西
欧
に
お
け
る
広
本
美
術
の
蒐
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
二
柄

西
団
文
化
史
学
の
史
学
史
的
意
義
　
　
酒
井
　
忠
雄

文
芸
学
と
文
化
史
学
　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
一
良

文
化
史
管
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
無
　
彰
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
以
上
　
第
二
冊
一

（
A
5
判
～
八
二
八
頁
　
昭
漁
三
四
年
一
～
月

京
都
大
学
文
学
部
読
史
会
刊
　
頒
価
三
、
○
○
○

円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
山
　
裕
男
）

日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
会
編

　
類
聚
三
代
格
索
引

　
類
聚
三
代
格
の
索
引
は
畢
く
か
ら
要
望
さ
れ
な
が

ら
、
そ
の
作
成
に
は
種
々
の
困
難
を
伴
う
と
こ
ろ
が

ら
、
長
い
間
実
現
し
な
い
で
き
た
。
そ
れ
が
今
回
、

門
脇
禎
二
疑
を
中
心
と
す
る
日
本
史
研
究
会
史
料
研

究
部
会
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。

　
本
書
は
、
事
項
別
分
類
に
よ
る
事
項
別
索
引
と
、

ア
イ
ウ
エ
オ
順
に
よ
る
一
般
項
属
索
引
の
二
編
よ
り

な
っ
て
い
る
。
第
一
編
事
項
別
索
引
は
、
宕
制
（
銀

紙
官
、
太
政
官
、
省
、
寮
、
司
、
職
、
府
、
弾
正

台
、
大
宰
府
、
官
使
・
令
外
官
）
、
位
階
、
僧
官
・

僧
位
、
人
名
（
皇
族
、
諸
氏
人
名
、
僧
侶
、
外
国
人

名
）
、
神
・
神
社
、
寺
院
（
寺
院
、
外
国
寺
院
）
、
地

名
（
国
、
郡
、
郷
、
一
般
、
条
坊
・
条
里
）
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。
第
二
編
一
般
項
臨
索
引
は
、
総
一
口

（
二
二
八
頁
）
の
約
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
詳
細
に
項

目
が
拾
わ
れ
て
お
り
、
私
達
の
要
求
を
充
分
満
た
し

て
く
れ
る
。

　
本
書
の
特
色
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
重
要
な
項

冒
に
関
連
嘉
暦
が
詳
細
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
付
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
第
一
編
、
宮

制
、
令
外
惣
の
「
観
察
使
漏
の
項
羅
に
は
、
各
道
観
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